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改訂を超えた新たな出版

 「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法
律」（建築物省エネ法）の2017年4月からの完全施
行

 2015年COP21で採択された「パリ協定」の発効

 「net Zero Energy Building」（ZEB）の推進と、普及
に向けた取り組み

執筆・編集にあたっての取り組み

 環境配慮技術の実務者等で構成する「建築物の
省エネ設計技術編集委員会」を設置して執筆。

 「公益社団法人 大阪府建築士会」の編集。

 「大阪府」の監修。



「建築物の
省エネ設計技術
編集委員会」

構成

第1章 省エネルギー性能に優れた建築事例
 環境配慮技術がどのように使われているか、実際の建築事例を紹介
 大阪府に限らず国内の優れた14事例を見開きでわかりやすく解説
 省エネルギー効果などを具体的に記載

第２章 建築物の省エネルギー性能に関する制度
 建築物省エネ法のしくみ、住宅・非住宅の省エネ基準の解説

第３章 建築物の省エネルギー技術
 7つのカテゴリー、45技術毎に見開きで解説
 建築用途、床面積、外被性能、エネルギー用途の適用性を明示
 建築物省エネ法との関係を記載

用語解説など

掲載した建築事例 建築事例毎の
省エネ技術

p. 38



建築事例
（大成建設技術
センターZEB実証棟）

p. 10

大成建設技術センターZEB実証棟
排熱利用タスクアンビエント空調システム

大成建設技術センターZEB実証棟
低照度タスクアンビエント照明システム

大成建設技術センターZEB実証棟
有機薄膜型太陽光発電外壁ユニット



大成建設技術センターZEB実証棟
BEMS(エネルギーの見える化) 

大成建設技術センターZEB実証棟
省エネルギー効果

建築事例
（ダイキン工業
テクノロジー・イノベーション
センター） p. 12

ダイキン工業テクノロジー・イノベーションセンター

省エネルギー効果



ダイキン工業テクノロジー・イノベーションセンター

省エネルギー効果
建築事例
（清水建設本社）

p. 14

建築事例
（清水建設本社） CASBEE:9.7

建築事例
（浜松信用金庫駅南支店） p. 16



建築事例
（浜松信用金庫駅南支店）

建築事例
（京都銀行
東長岡支店） p. 18

建築事例
（あべのハルカス）

p. 20 建築事例
（足利赤十字病院） p. 22



建築事例
（足利赤十字病院）

建築事例
（立命館大学 大阪いばらきキャンパス）

p. 24

建築事例
（立命館大学 大阪いばらきキャンパス）

建築事例
（大和ハウス工業 奈良工場 第 1工場棟）

p. 26



建築事例
（千里山団地（ＵＲ賃貸住宅））

p. 28 建築事例
（千里山団地（ＵＲ賃貸住宅））

建築事例
（晴美台エコモデルタウン） p. 30

建築事例
（晴美台エコモデルタウン）



建築事例
（南禅寺の家）

p. 32

建築事例
（南禅寺の家）

建築事例
（大阪ガス 北部事業所） p. 34

建築事例
（大阪ガス 北部事業所）



建築事例
（大阪府立中央図書館） p. 36

建築事例
（大阪府立中央図書館）
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 環境配慮技術がどのように使われているか、実際の建築事例を紹介
 大阪府に限らず国内の優れた14事例を見開きでわかりやすく解説
 省エネルギー効果などを具体的に記載

第２章 建築物の省エネルギー性能に関する制度
 建築物省エネ法のしくみ、住宅・非住宅の省エネ基準の解説

第３章 建築物の省エネルギー技術
 7つのカテゴリー、45技術毎に見開きで解説
 建築用途、床面積、外被性能、エネルギー用途の適用性を明示
 建築物省エネ法との関係を記載

用語解説など

ターゲット：事務所 p. 90



ターゲット p. 91 ターゲット p. 93

掲載した環境配慮技術項目① 3-1-1 建物配置計画 p. 92



3-1-1
建物配置
計画

3-1-1
建物配置
計画

3-1-2 断熱材料 p. 94

3-1-2
断熱材料



3-1-2
断熱材料

3-1-2 断熱材料

3-1-3 断熱(RC造・鉄骨造） p. 96 3-1-3 断熱(RC造・鉄骨造）



3-1-3 断熱(RC造・鉄骨造） 3-1-3断熱(RC造・鉄骨造）

3-1-4 住宅の外壁断熱
（木造・鉄骨造） p. 98

3-1-4 住宅の外壁断熱
（木造・鉄骨造）



3-1-5 住宅の屋根・天井断熱
（木造・鉄骨造） p. 100

3-1-5
住宅の
屋根・
天井断熱
（木造・
鉄骨造）

3-1-6 高反射率化 p. 102 3-1-6 高反射率化



3-1-7 建築物緑化 p. 104

3-1-7
建築物
緑化

3-1-8 開口部の省エネ性向上

p. 106

3-1-8
開口部
の
省エネ
性向上



3-1-8
開口部の
省エネ性
向上

3-1-9 ダブルスキン p. 108

3-1-9 ダブルスキン 3-1-9 ダブルスキン



3-1-10 日射制御 p. 110

3-1-10 日射制御

3-1-10 日射制御

3-1-10
日射制御



3-1-10
日射
制御

3-1-11 非住宅の開口部 p. 112

3-1-11 非住宅の開口部 3-1-11 非住宅の開口部



3-1-12 住宅の開口部 p. 114

3-1-12
住宅の
開口部

3-1-12 住宅の開口部 掲載した環境配慮技術項目②



3-2-1 タスクアンビエント空調
p. 116

3-2-1
タスクアンビエント
空調

立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科 近本智行 tomoyuki@se.ritsumei.ac.jp 83

非均質空調を目指した事例非均質空調を目指した事例

松下システム情報通信ｾﾝﾀｰ

立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科 近本智行 tomoyuki@se.ritsumei.ac.jp 84

非均質空調の効果非均質空調の効果

空調の省エネルギー
３割を達成

非均質空間 均質空間



立命館大学 理工学部 建築都市デザイン学科 近本智行 tomoyuki@se.ritsumei.ac.jp 85

パーソナル空調

（タスク＆アンビエント空調）

パーソナル空調

（タスク＆アンビエント空調）

Fresh air

Ambient Zone

Task Zone

CH C

EA (Exhaust Air)

OA (Outside Air)

CH C
OA

吹出風量、風向は、各個人で
簡単に調整可能。
タスク吹出口は取り外し可能。

アンビエントゾ－ンは省エネを
考慮して穏やかに空調。
タスクゾ－ンは個人の好みの温
度を実現。

温風

冷風

86

指向・拡散切換可能吹出口
◆指向性吹出口（30mm×30mm）

【夏期】気流感を与えるため、人体首筋付近に送出
【冬期】コールドドラフトを抑えるため、足元付近に送出

◆拡散性吹出口（ 50mm×180mm ）
ドラフト感を抑えるため、45°の角度で送出

実験結果（夏） ① 温熱環境測定

Ｃase1-1 在来空調室26℃上下温度分布 Ｃase2-1 パーソナル空調室28℃
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１ １
１

実験結果（夏） ②快適性の検証

Ｃase1-1 在来空調室

人体付近温湿度

Ｃase2-1 パーソナル空調室
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不快申告が減少

Case1-1 平均26.2℃

Case2-1 平均28.3℃

快適性アンケート

温度差約2℃
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ヒューマンファクターを考慮した空調

3-2-2 中央熱源機器（電気）
p. 118

3-2-2 
中央熱源
機器（電気）

3-2-2 中央熱源機器（電気）



3-2-2 中央熱源機器（電気） 3-2-3 中央熱源機器（ガス）
p. 120

3-2-3 中央熱源機器（ガス） 3-2-3 中央熱源機器（ガス）



3-2-4 個別分散空調（電気）
p. 122

3-2-4 個別分散空調（電気）

3-2-5 個別分散空調（ガス）
p. 124

3-2-5 個別分散空調（ガス）



3-2-6 住宅の空調 p. 126 3-2-6 住宅の空調

3-2-6 住宅の空調 3-2-7 床暖房 p. 128



3-2-7 床暖房 3-2-7 床暖房

3-2-8 蓄熱設備 p. 130 3-2-8 蓄熱設備



3-2-9搬送エネルギー低減Ⅰ
（VAV・VWV） p. 132

3-2-9 搬送エネルギー低減Ⅰ
（VAV・VWV）

3-2-10 搬送エネルギー低減Ⅱ
（他の方式） p. 134

3-2-10
搬送
エネルギー
低減Ⅱ
（他の方式）



掲載した環境配慮技術項目③ 3-3-1 自然換気・通風 p. 136

3-3-1 自然
換気・通風

掲載した環境配慮技術項目③



掲載した環境配慮技術項目④ 掲載した環境配慮技術項目⑤

3-7-3 ESCO p. 172 3-7-3 ESCO



3-7-3
ESCO

3-7-4 BEMS・HEMS p. 174

3-7-4 BEMS・HEMS 3-7-6 ZEB（ゼブ）

3-7-7 ZEH（ゼッチ）：住宅の場合



3-7-6 ZEB（ゼブ） 用語解説

 既に省エネルギー・環境配慮技術を採り入れ
た設計・施工・運用に携わっておられる、また
はこれから採用を考えておられる建築家・技術
者のみならず、実際に施設を利用されている
方々や、これから建築を学ぶ学生にも是非本
書を手にとって頂き、技術を学ぶだけでなく、そ
れらを使うことを意識しながら建築のあり方を
少しずつ考えてもらえれば幸いです。

活用を

ご清聴ありがとうございました


